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登録者のわ
　「
モ
デ
ル
事
業
ボ
ッ
チ
ャ
」
が
昨
年
、
3
月
の

ふ
じ
み
野
交
流
セ
ン
タ
ー
、
7
月
の
南
畑
公
民
館
、

11
月
の
ぱ
れ
っ
と
ま
つ
り
と
、
予
定
通
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
う
た
い
文
句
通
り
老
若
男
女
の
参
加
を
得
て
、

そ
れ
な
り
の
成
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
。
ボ
ッ
チ
ャ

に
熱
心
に
な
っ
て
き
て
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

や
野
球
チ
ー
ム
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
な
ど
の
よ
う

に
地
域
で
発
足
す
る
と
、
一
層
盛
り
上
が
る
と
思

い
ま
す
。
　

　「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
意
見
を
受
け
て
、
今
は
人
材
バ
ン
ク
の
モ
デ

ル
事
業
を
継
続
し
て
開
催
し
、
参
加
の
熱
を
上
げ

て
い
く
、
地
域
で
チ
ー
ム
を
作
ろ
う
と
声
が
出
る

ま
で
、
地
道
に
続
け
て
い
く
し
か
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　ボッチャのルーツは古代ギリシャの球投げ。6
世紀のイタリアで現在の原型が生まれたと言わ
れています。年令・性別・障がいのあるなしに
かかわらず、すべての人が一緒に競い合えるス
ポーツでパラリンピックの正式種目です。

　ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボール
に赤、青のそれぞれ 6 球ずつのボールを投げたり、
転がしたり、当てたりして、いかに近づけるかを競
います。障がいによりボールを投げることができな
くても、自分の意志をランプオペレーターに伝える
ことができれば参加できるスポーツです。

昨
年
の
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
ボ
ッ
チ
ャ
に
つ
い
て

ボッチャとは……？

モデル事業
（
記
・
市
民
人
材
バ
ン
ク
推
進
員
の
会
　
荒
井
　
章
夫
）
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富士見マジッククラブ様にお願いしました…

水谷文化祭のお手伝いをしていただきました！
　　 　

11
月
11
日
、
12
日
の
２
日
間
、

水
谷
公
民
館
に
て
第
38
回
水
谷
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
市
民
人
材
バ
ン
ク
の
相

澤
倢
二
さ
ん
、
相
澤
美
代
子
さ
ん
、

河
合
真
世
さ
ん
、
鈴
木
芙
美
子
さ

ん
、
鈴
木
洋
子
さ
ん
、
平
塚
美
枝

子
さ
ん
に
舞
台
発
表
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
、
発
表
サ
ー
ク
ル

の
メ
ン
バ
ー
が
交
代
で
、
マ
イ
ク

や
イ
ス
の
出
し
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
、
バ
ン
ク
の
方
々

に
お
願
い
で
き
た
お
陰
で
、
発
表

し
た
み
な
さ
ん
が
「
自
分
た
ち
の

発
表
に
集
中
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
裏
方
の
仕
事
は
初
め
て
と
い
う

河
合
さ
ん
に
は
、
物
品
の
出
し
入

れ
に
加
え
て
緞
帳
（
ど
ん
ち
ょ
う
）

の
開
閉
も
お
願
い
し
ま
し
た
。「
タ

イ
ミ
ン
グ
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

初
め
は
と
て
も
不
安
で
し
た
。
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
終
わ
っ
た
後
は
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ぜ
ひ
次
回
も
お
呼
び
く
だ
さ
い
」

と
の
大
変
嬉
し
い
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
来
年
も
バ
ン
ク
の
方
々
の

お
手
を
お
借
り
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　

（
記
・
水
谷
文
化
祭
実
行
委
員
会

　
舞
台
部
会
部
会
長
　
河
野
豊
さ
ん
）

　昨年 11 月 3 日（祝・金）諏訪小学校の校庭で
市内の富士見市放課後児童クラブ主催による「と
もだち広場」を開催しました。
　イベントは 4 年ぶりの開催となりましたが、イ
ベントのステージコーナーには「富士見マジック
クラブ」様においでいただきました。
　テレビで観ているようなマジックが目の前で繰
り広げられ、来場された方々も歓声をあげて喜ん
でくださいました。
　また、ステージに上がって一緒に楽しむお客さ
ま参加型のものもあり、当日は 40 人～ 50 人くら
いの観客の皆さんでいっぱいになり用意した椅子
も満席になりました。

お客様だけでなく、私たちも本物に触れる貴重な
体験をさせていただきました。ありがとうござい
ました。

登録者の活動

（記・関沢第 1放課後児童クラブ指導員）
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ボランティアとしての反省…
　昨年 10 月、生涯学習課担当より鶴馬関沢町
会高齢者部会からオカリナ演奏の依頼があっ
たと連絡がありました。依頼者の方と連絡を
とり、12月 7日に実施となりました。
　当日集会所に着くと、30 人程の地域の人た
ちで満員に近い状態でした。挨拶や、オカリ
ナの説明を少しして、早速演奏にはいりまし
た。秋冬の唱歌や童謡の後、クリスマスの曲
や昔の歌謡曲等、全部で 14 曲演奏しました。
皆さんも一緒に大きな声で歌ってくださり、
本当にありがたいと思いました。
　実は演奏会の 2 週間ほど前から体調が悪く、
11 月のデイサービスを 2 か所キャンセルして
おりました。しかし今回は初めて行く町会な

のでキャンセルはで
きないと思い、やっ
と演奏することがで
きました。途中怪し
いところがあったの
ですが皆さんに温か
く対応していただき
ました。今まで体調
が悪くなることはそ
んなに無かったので
すが、今後気をつけていきたいと思いました。今
月も後 3回演奏がありますので、頑張ります。

　　　（記・登録者 No．449　松永　澄夫さん）

　
昨
年
、
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
・
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を

受
賞
し
た
『
け
い
あ
い
の
び
の
び
ひ
ろ
ば
』
で
自
然
を
も
っ

と
地
域
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
！
と
開
催

し
た
の
が
「
自
然
あ
そ
び
」
で
す
。

　「
自
然
あ
そ
び
」
と
い
う
内
容
を
考
え
、
埼
玉
県
生
態
系

保
護
協
会
富
士
見
支
部
の
千
種
氏
（
登
録
者
No.
4
3
0)

に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
何
度
か
下
見
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
当
日
も
子
ど
も
た

ち
か
ら
「
散
歩
に
行
こ
う
！
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ス
タ
ー

ト
し
た
『
の
び
の
び
ひ
ろ
ば
』
ツ
ア
ー
。

　
よ
〜
く
目
を
こ
ら
す
と
、
ク
モ
の
巣
や
カ
マ
キ
リ
の
卵
、

さ
ら
に
小
さ
な
虫
た
ち
。
耳
を
す
ま
す
と
百
舌
鳥
（
モ
ズ
）

な
ど
の
野
鳥
の
声
。
ひ
ろ
ば
内
で
拾
っ
た
落
ち
葉
や
実
な

ど
色
と
り
ど
り
の
植
物
で
リ
ー
ス
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　『
け
い
あ
い
の
び
の
び
ひ
ろ
ば
』
と
い
う
自
然
の
中
で
、

子
ど
も
も
大
人
も
無
我
夢
中
に
な
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
方

が
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
て
い
る
、
富
士
見
市
の

強
み
・
厚
み
だ
な
あ
と
つ

く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

『けいあいのびのびひろば』で自然あそび

登録者の活動

（
記
・
N
P
O
法
人
ふ
じ
み
っ
こ
・

              

夢
み
ら
い
　
小
栗
　
知
実
さ
ん
）
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昨年に引き続き登録者交流会を

中止いたします。　

　
昨
年
の
11
月
か
ら
推
進
員
の
会
に
仲
間
入
り
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
坂
間
道
夫
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
と
言
え
ば
、
ベ
ー
ゴ
マ
、

ビ
ー
玉
、
メ
ン
コ
が
私
の
主
流
で
し
た
。
そ
れ
で

人
材
バ
ン
ク
登
録
も
し
て
い
ま
す
。
陽
が
暮
れ
て

も
、
軒
下
の
照
明
を
た
よ
り
に
、
夢
中
に
な
っ
て

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、
蝉
採
り
、

凧
揚
げ
、
杉
玉
鉄
砲
e
t
c…

自
然
や
季
節
の
移
ろ

い
を
肌
で
感
じ
る
貴
重
な
遊
び
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
る
今
日
、
生
涯
学
習

推
進
の
一
助
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
へ
の
恩
返

し
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　（
記
・
市
民
人
材
バ
ン
ク
推
進
員
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
間
　
道
夫
）

　先の登録者交流会で「人材バンクと社協の両方に
登録して活動しているけれど、両方は１本にならな
いの？」といった意見が出されました。両者は混同
されることが多く、推進員としてもその違いをしっ
かりと知る必要がありました。
　そこで、昨年 12 月 12 日「社協のボランティア
制度について」社協職員の鈴山さんをお招きし、研
修会を開催する運びとなりました。
　社協のボランティア活動の歴史から活動実績と成

果、さらに社協登録者の現況等を交え丁寧に説明
していただきました。研修を通じて人材バンクは、
愛称「まなびバンク」のとおり市民の学び合いを
サポートします。一方、社協は市民の生活・福祉で
の困り事の解決を登録者が支援するもので、支援す
る目的に違いがあると理解できました。
　まなびバンク登録者の皆さんには、ご理解いただ
き、今後ともご活躍をお祈り申し上げます。

市民人材バンク推進員の会

市民人材バンク推進員
　　　　　　　研修会を開催！

地
元
へ
の
恩
返
し
を…

…
…

展示コーナー

（記・市民人材バンク推進員の会　中澤　佳珠代）

創作布ぞうりの展示
No.85 菅野　研一さん

（令和5年11月～令和6年1月）

個　人

個　人

無 　無ポコアポコ

髙橋　敦子

バンド演奏、フォークソングギター演奏
（皆さまにも歌ってもらって楽しんでいただく）

SNS 宣伝用の動画撮影・編集

なまえ　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導 ・ 協力内容　　　　　　    　　　　 　　　　　　　　　　　指導料　　   　　　　   　実     費

新規登録者一覧

　　　有
（1回 5,000 円～）無


